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宇宙関連予算は単年度
で1兆円にせまる

毎年10%以上の伸び

文科省が1/3を占める



地球観測衛星や画像処理技術などはかなり天文と共通



宇宙戦略基金

• 10年で1兆円。毎年3000億程度

• JAXAがFunding Agency、文科省、総務省、経産省が掌握

• 夏ころに公募開始

宇宙戦略基金事業経過報告

R6の実績



昨年度（第1期）の結果

宇宙戦略基金事業経過報告
大学も分担者を含めれば3割程度参加
やはり大企業が強い

応募状況 採択状況



打ち込みについて

• すでに始まっています！ https://fund.jaxa.jp/contact/

・Webフォームから必要な技術の提案を書き込む（自分の技術の売り込みより、必要性が重要）
・JAXAの事務局の方数名と1時間程度面談（打ち込み）
・翌年度のテーマに打ち込んだ内容がリストされていれば打ち込み成功
・審査は打ち込みした人とは関係なく公平に行われるため、油断禁物



JAXA事務局のコンソーシアム CONSEO
• 内閣府や省庁への提言
• 関連企業とのつながり、情報交換
• 学会や大学も入会可

• その他、大学を主としたUNISECなど複数のコン
ソーシアムがある

宇宙科学技術連合講演会
• スペース関連技術の講演会
• アピールと情報交換の場
• 学会活動ではないので誰でも申し込みができる
（ただし、OSのテーマに合致した話題
その他、工学系の学会での講演も重要



宇宙産業から天文技術
参考文献：宇宙戦略基金（第一期） PRシート集など



宇宙産業の活用（栗田の予想）
• 民間の低コストな技術が今後伸びてくる。10年後の衛星計画に
は、これらの成長分野の技術を取り入れた計画が必要だろう
• 衛星本体、ロケット、バッテリー、太陽電池パネル、バス部、運用な
どなど

• 地球観測技術（海洋資源、温室効果ガス、農作物、災害）など
は国内の大学でも研究されており、光・赤外線天文の分光、撮
像技術、画像処理技術などは共通項目が多い。これらの分野と
のシナジーも活発になるだろう
• 日本リモートセンシング学会



宇宙戦略基金の後
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現在
• 大企業中心
• 戦略基金で重心が宇宙産業にう

つりつつある

5年後以降
• 数多くのベンチャーが誕生
• 宇宙産業から宇宙科学へ技術移転



Younes et al. 2024

宇宙産業が進むと衛星の低コ
スト化が進む
NASAのフラッグシップはと
もかく、それより小さな衛星
望遠鏡は宇宙産業の技術を活
用すれば大幅なコストダウン
が期待できるのでは？

世界の動向



民間の例：Worldview Legion（米国）



Worldview JASMIN

口径 m 1 0.36

観測波長 μm 0.4 - 0.9 1.1 – 1.7

台数 6+2 1

時期 24年～25年 2017(2010)スタート

高度 km 518 550

視野 度 1.1 0.6

質量 kg 750 334

寿命 年 10 3

コスト 140 億円 150 億円

単純比較はできないが、ものすごいスピードでかなりのスペッ
クの衛星を低価格で上げている













インドネシアで
せいめい増殖中



ロケーション

9.6° S, 123.79°E
Elevation: 1,310m (341m Seimei)
Seeing: 0.93 arcsec
Clear night: > 60%





研究拠点形成事業 学術振興会

交流や天文技術の普及だけでなく、
・経済発展目覚ましい東南アジア諸国に日本の
天文学を支える
・海外の若手研究者が日本の天文台を支える
このような時代の下地を構築を目指す
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